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約72万㎞ 約19億ℓ
縦に積むと 充填すると

私たちが1年間（2016年度）に販売した飲料用アルミ缶を…私たちが1年間（2016年度）に販売した飲料用アルミ缶を…私たちが1年間（2016年度）に販売した飲料用アルミ缶を…

Can For You!

地球から月まで
約38万㎞

東京ドームの容積
約12億4000万ℓ

月まで
ラクラク届く
高さ！

東京ドーム
約1.5杯分！

地球から月まで
約38万㎞

東京ドームの容積
約12億4000万ℓ

月まで
ラクラク届く
高さ！

東京ドーム
約1.5杯分！

日本国内で消費される
飲料用アルミ缶の

4缶に1缶が
当社製品です。
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リサイクルされたアルミ缶のうち缶材へ再生利用された割合

223.8億缶

62.8％

日本の年間アルミ缶消費量（2016年度）※

CAN TO CAN率（2016年度）※

RecycleRecycle

日本国内で消費された
飲料用アルミ缶の

92.4%※

が

リサイクルされています。

実は、前世もアルミ缶でした！

当社の主な製品

アルミボトル

アルミ缶

エンボス缶
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… 経営理念 …

人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供
■ 食の安全・安心に貢献します
■ 環境負荷の低減を追求します
■お客様の立場に立って、価値ある技術、製品、サービスを提供します

… 経営方針 …
■ CSR活動を推進し、全てのステークホルダーから信頼される会社になる
■ 業界トップの品質、コスト競争力を実現し、価値ある技術、製品、サービスを
提供し続けることにより、顧客から信頼される戦略パートナーとなる

■ 健康で安全な職場環境を構築し、働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

CSR報告書2017

… 編集方針 …
　本報告書は、ユニバーサル製缶株式会社のCSRに対す
る考え方や取り組みなどについて、当社を支えてくださる
ステークホルダーの皆様にわかりやすく報告し、ご理解い
ただくことを目指しています。
　また、飲料用アルミ缶メーカーとして、当社が事業活動
を通じて社会や地球に対して果たしている役割や取り組み
などについても掲載しています。本報告書に掲載していな
い関連情報の詳細は、ホームページ上でも報告しています
ので、あわせてご参照くださいますようお願いいたします。

【報告範囲】
［対象期間］2016年度（当社事業年度：2016年４月〜 2017

年３月末）を中心に、一部には2017年９月末まで
の状況報告や2016年度より前の活動も含めて掲
載しています。

［対象組織］ユニバーサル製缶株式会社
	 新菱アルミテクノ株式会社
［発行時期］2017年10月
（次回：2018年10月予定、前回：2016年10月）

本報告書には、過去または現在の事実に関するもの以外に、
当社の将来に対する予測・予想・計画なども掲載しています。こ
れらは現時点で入手可能な情報に基づく仮定ないし判断であり、
将来の事業環境の変化などによって影響を受ける可能性がある
ことをあらかじめお断りいたします。

当社ホームページ
http://www.unican.co.jp/
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社 名
設 立
資 本 金
出 資 比 率

代 表 者
従 業 員 数
事 業 所

事 業 内 容
関 係 会 社

ユニバーサル製缶株式会社
2005年 10月1日
80億円
三菱マテリアル株式会社 80％
ホッカンホールディングス株式会社 20%

取締役社長 内藤 英一
約 870名（2017年 3月末現在）
本社、富士小山オフィス、大阪支店、上海事務所
結城工場、群馬工場、富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
飲料用アルミ缶の製造、販売および研究開発
新菱アルミテクノ株式会社

会社概要

事業所概要
①操業開始年・月　②製品

※ ISO9001 を全社で、ISO14001、ISO22000、OSHMSを全工場で認証取得しています。

Corporate Social Responsibility Report
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この４月に社長を拝命いたしました内藤でございます。
これまで同様全てのステークホルダーの皆様に高く評価
していただける会社を目指し、全ての社員とともに持続的
な成長実現のために努力してまいりますので、皆さまの変
わらぬご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。
当社の経営理念である「人と社会と地球にやさしい飲料
容器の提供」は、当社ＣＳＲの基本原則そのものであります。
私たちは４月に、この経営理念の下、社内外の皆様か

ら「ユニ缶でよかったね」と言われる会社を目指すことをス
ローガンに、新たな「中期経営戦略」をスタートさせました。
本業である飲料用アルミ容器の製造・販売を通じて会社
も発展させ、社会にも貢献していくという姿勢は不変で
す。これまで同様、以下の基本的な取り組みを強化し、
「ユニ缶」のブランド力を高めつつ、きちんと「儲ける力」
も強化して、しっかりと社会に貢献してまいります。

食の安全・安心に貢献していきます
当社製品である飲料用アルミ缶は、飲料メーカーであ
るお客様の製品を通して消費者の皆様の口元にお届けす
るものでありますので、「食の安全・安心」に貢献すること
は極めて重要です。お客様に安心して使っていただくため
には、物理的な形状や外観などの品質レベルの向上を追
求することは勿論ですが、当社の全ての工場では、既に

食品安全マネジメントシステムであるISO22000（FSMS）
とその発展型であるFSSC22000の認証を取得しております
ので、これらの管理手法を継続的かつ効果的に機能させ、
食品衛生・食品安全のレベル向上に努めてまいります。

リサイクルで省資源・省エネルギーに 
貢献していきます
また、使用済み飲料用アルミ缶（ＵＢＣ）を原材料とし
て再利用することで、天然資源であるボーキサイトや、そ
の精錬に必要となるエネルギーを大幅に節約することが
できます。当社は、ＵＢＣの回収を行う子会社（新菱アル
ミテクノ社）を有していることに加えて、三菱マテリアルグ
ループの一員である三菱アルミニウム社と協働することで
「Can… to… Can」のリサイクルの輪を構築しており、他社に
は無い強みを持っております。さらには、技術開発を通じ
てアルミ缶を軽量化するリデュースにも取り組んでおりま
す。これら一連の取り組みを一層強化し、環境負荷の低
減にも貢献してまいります。

安全・安心な職場環境をつくり、 
地域とともに成長していきます
当社は全国に6カ所の製造拠点を有しておりますので、

「ユニ缶でよかったね」
「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」という
経営理念の下、全てのステークホルダーに、こう評価
していただける会社を目指します。

取締役社長取締役社長

社長メッセージ
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円滑な事業継続のためには、地域社会の一員であること
を自覚し、法令の遵守はもとより、社会的良心に従って、
公正で誠実な企業活動を展開しなければなりません。
そのためには、まずは大切な社員一人ひとりが会社を
信頼し、安心して働ける安全で明るい職場環境をつくるこ
とが重要です。当社は全ての工場で労働安全衛生マネジ
メントシステム（ＯＳＨＭＳ）の認証を取得し、労働安全衛
生活動に力を入れておりますが、残念ながら労働災害の
根絶には至っておりません。災害がなく、社員の笑顔が溢
れ、生き生きとした工場は、地域社会にとっても価値ある
存在になるはずですので、今後も安全・安心な職場環境
づくりに努めてまいります。
また、社員一人ひとりが、さらに成長できれば、きっと
地域社会への貢献にも繋がるはずです。当社には様々な
教育制度がありますので、単に会社に必要な技術・技能
にとどめず、一社会人としての人格形成にも繋げ、社会
に貢献できる人づくりにも努めてまいります。

変化、変革を恐れず挑戦し続け、 
会社の持続的発展を目指します
当社の事業は、原料やエネルギーの調達価格のほか、
お客様の販売状況などの外部環境の影響を大きく受ける
性質を有しており、また、国内における長期的な人口減

少、高齢化などの見通しは、飲料市場の縮小、構造変
化にも繋がり、厳しい環境の下にあります。
４月にスタートした２０１９年度までの３年間を対象とす
る「中期経営戦略」は、当社の強みであるアルミボトルを
中心に、本業である飲料用アルミ容器の製造、販売を
さらに強化し、周辺技術の開発なども進めて収益力の向
上を図り、会社の持続的な成長に繋げていくことが基本
です。そのためには、これまでの慣行に捕らわれることな
く、社員一人ひとり、職場、工場、そして会社全体が新
たな視点、発想で課題に取り組み、殻を打ち破っていか
なければなりません。私は、社長就任時に社員の皆さん
に、「全てにおいて正直に、真摯に、そしてポジティブに
考え行動する」ことをお願いしました。社員一人ひとりが、
変化と変革を恐れることなく、自らを正しく見つめ、果敢
な挑戦を続ければ、必ず個々人にも会社にも成長と発展
がもたらされると信じております。
チャレンジングな事業環境にありますが、私たちは決し
て怯むことなく、未来を信じ、私たちの製品、企業活動
を通じて「ユニ缶でよかったね」と言っていただけるように、
常に正直にそして真摯に企業活動を展開してまいりますの
で、なお一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。

私たちの合言葉は…Can For You ! です。
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各部門の取り組み

■…技術／開発／品質保証関係担当 

食の安全・安心と価値ある製品開発並びに 
環境負荷低減に取り組んでいます

　品質保証部門ではお客様に安全・安心をお届けできるよう、工場業務の自律
的なチェック・検証機能を推進させるとともに、工場と協働した発生源対策により、
品質改善のさらなるスパイラルアップを図ります。また技術・開発部門では、お客
様に満足いただける製品開発と環境負荷の低減に取り組んでいます。最近では国
内最軽量の缶胴・缶蓋を開発しました。今後も製品開発とともに省エネルギーを
含めた環境負荷低減に取り組んでいきます。

常務取締役　野村……俊秀

私たちは、本業である飲料用アルミ容器の製造・販売を通じて
ステークホルダーに信頼される企業となることを目指しています。
そこで、2016年度の取り組み状況、今後の活動内容などについて各部担当役員より報告いたします。

■…営業統括／営業／マーケティング／カスタマーサービス関係担当 

当社の貢献できる範囲を広げるための挑戦を

　仕事を通じて、しっかり人財を育成したい。バリュー・チェーンにみがきをかけ、
強みを活かした価値ある技術・製品・サービスを、お客様に提供し続けられる会
社でありたい。生産活動を展開させていただいている地域に対する貢献も果たし
たい。全ては、「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」のために。２０１６年
の国内飲料用アルミ缶需要は、２２３．８億缶と横ばいながら安定しています。社
会的課題解決のための新たな需要創出や、伸長著しい海外市場での展開の可能
性等、当社の貢献できる範囲を広げるべく挑戦しましょう。

執行役員　打田……浩明

■…業務監査／管理／経理・財務関係担当 

顧客、地域社会そして社員にとっても良い会社に

　今年度から新しい中期経営戦略がスタートしました。当社の経営理念である「人
と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」の実現のために必要な施策の確実な実
行が求められます。そのためには様々な施策を実行できる人材の確保・育成とこの
ような人財を支える組織の確立が不可欠です。各部署、各工場において人財の
多様化、組織の効率化などを図りつつ、目標に近づいていきたいと思います。顧
客、地域社会からだけでなく、当社社員にとっても良いと思える会社になるよう努
力していきましょう。

常務執行役員　島村……健司
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■ 経営戦略関係担当 

全員で新中期経営戦略を実現しよう！
　本年度から成長戦略の実行に力点を置いた新しい中期経営戦略（中経）が始
まりました。約１年をかけて練り上げた中経における成長戦略の一つが戦略的
かつ新しい利益源を生み出すアルミボトルへの投資です。設備投資の厳選とコ
スト抑制を踏まえ、実現していきたいと思います。また、｢自ら学び、考え、組
織的に行動する｣という行動指針に基づき、当社の技術、製品、サービスを遺
憾なく発揮し、全員が一丸となって ｢外部環境を克服できる揺るぎない経営｣を
実現しましょう。

執行役員　花房  達也

■ 生産統括／原料・資材関係担当 

保全時間、開発時間、教育時間の創出

　生産部門の今年度の方針は「保全時間、開発時間、教育時間の創出」です。
品質や生産性を維持するための保全、将来に向けた新製品の開発、後進の育
成を行う機会を確保し、将来にわたり、「人と社会と地球にやさしい飲料容器
の提供」に努めます。
　また、当社は皆さまがご使用になりました飲料用アルミ缶を回収・溶解・圧延
して、アルミ缶用の材料にリサイクルするシステムを持っております。このシステ
ムにより省エネルギー・環境負荷の低減を進めます。

執行役員　白澤　武人

■ 安全環境／人財開発関係担当 

「安全現場力向上活動」の一層の定着を

　当社は経営目標で安全第一、危険ゼロをトップに掲げ安全活動を推進して
います。昨年度の災害件数は、一昨年度との比較では減少しましたが、ゼロ
災達成には至りませんでした。それゆえ本年度は、実作業前のＫＹ活動と指差
呼称を原点とした「安全現場力向上活動」の一層の定着に努めていきます。環
境面では昨年度は事故ゼロを継続しており、このペースを持続すべくリスクアセ
スメントのさらなる活用に取り組みます。また人財開発面では階層別教育や工
程訓練の進化により、プロフェッショナルを目指す人財を育成していきます。また

「教え/教えられる」風土の醸成のために、きめ細かいＯＪＴ教育の定着を促進
していきます。

執行役員　小林　忠

Corporate Social Responsibility Report
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◉ 意思決定および業務執行の体制
当社における経営の意思決定および業務執行、ならび
にそれらの監督については、取締役５名で構成される取
締役会において行っています。取締役会に付議される案
件は、取締役社長、社長補佐等で構成される経営会議
において十分な事前審議を行い、意思決定の適正化を
図っています。
なお、当社では業務執行を機動的かつ適切に行うた
め、執行役員制度を導入しています。

◉ 監査体制 
当社においては、監査役による業務・会計監査、会計
監査人による会計監査、および業務監査部による内部監
査の三様の監査を行っています。
監査役は、取締役の職務執行を監査し、その適正確
保に努めています。
業務監査部は、主に業務内容全般の適法性、合理性、
効率性などを内部監査し、被監査部署に対しては改善
指導、フォローアップを行っています。これらの結果につ
いては経営会議に報告しています。その他、三菱マテリ
アル社による経営監査も受けています。

◉ 内部統制 
内部統制については、当社にとって最適なシステムを
構築するよう努めています。
２０１６年度の財務報告に係る内部統制については重
要な欠陥がなく「有効である」との判定をし、会計監査人
からもその内容が適正であるとの報告を受けています。

◉ CSR委員会、CSR活動 
当社は会社設立以来、企業の持続的発展に必要不可
欠となるステークホルダーからの信頼を得るため、不祥
事・事故等の未然防止に向けたコンプライアンスの強化
徹底およびリスクマネジメント活動を基礎としたCSR活動

に取り組んでいます。
当社におけるCSR活動を円滑かつ適正に実施するた
め、２００７年にCSR委員会を設置し、年３回および必要
に応じて都度開催しています。CSR委員会は、取締役社
長を委員長、管理関係担当役員を副委員長、各担当役
員、部長、工場長、子会社社長および子会社役員等を

コーポレートガバナンス

CSR推進体制

 
 

業務執行部門

選定
解職
監督

選任
解任

選任
解任 選任

解任

株主総会

監査役取締役会

業務監査部

各事業所 地震対応マニュアル
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構成員としています。CSR委員会では、各年度における
CSR活動の方針や計画、コンプライアンス、リスクマネジ
メントに関する審議、承認、意見交換等を行っています。
また、CSR委員会での決定等に基づく具体的なCSR
活動の推進については、取締役社長をCSR責任者、各
担当役員および子会社社長をCSR管理者、各部長・工
場長および子会社役員等をCSR担当者とする体制を構築
し、全社を挙げて取り組んでいます。

◉ コンプライアンス 
コンプライアンスは当社CSR活動の土台の一つであ

り、全社員のコンプライアンス･マインド向上を目指し、
２０１６年度は以下の取り組みを行っています。
①三菱マテリアルグループ企業倫理月間（毎年10月）にお
ける啓発活動

●…社長訓示等を通じ、社員のコンプライアンスに対する
意識向上に関するメッセージを発信

●…各職場におけるCSR・コンプライアンスに関する教育の
実施

②コンプライアンス教育
●…社員のCSR意識のさらなる向上を図る目的で、全社員
が年１回CSR研修を受講するという方針の下、各部・
工場毎にCSR研修と一体化したコンプライアンス教育
を実施

◉…リスクマネジメント 
■…リスクマネジメント活動
当社では、担当リスクの責任部署を「所管部署」（関

係各部）、実際にリスクマネジメント活動に取り組む部署
を「実施部署」（各部、各工場等）、管理部総務・人事
室を事務局として、全社的なリスクマネジメント活動を推
進しています。
所管部署は担当リスクの洗い出し、当該リスクの発生
確率、被害規模等の総合評価を行います。また、実施
部署は当該所管部署が作成したリスク管理台帳に基づ
き、洗い出したリスクのうち必要と判断したものについて、
リスクアセスメント、リスク対策を実施しています。このよ
うに、ＰＤＣＡ（Plan、Do、Check、Action）サイクルを回
すことで今後もリスクマネジメント活動の精度を向上させ
ていきます。

■ 危機管理体制
当社では、危機事態の際に関係各部が連携して迅速
に対応するため、危機管理マニュアルに基づく危機管理
体制を構築しています。また、大規模地震発生を想定し
た地震対応マニュアル（事業所毎）と地震版ＢＣＰを策定
し、有事の際にも当社事業を継続できるよう体制を整備
しています。

Corporate Social Responsibility Report
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◉ 原点に返った「KY活動」 
… 「指差呼称」の実践！
当社はこれまでのゼロ災活動を見直し、昨年度から「１
人ＫＹ」、「指差呼称」が確実に実作業の要所で実践され
ることを目標とした「安全現場力向上活動」に取り組んで
います。この活動は４ＲＫＹを理解した上で、そのステッ
プを踏み、①実作業前の１人ＫＹ（２ＲＫＹ）で危険をよ
く考えること（気付き判断する）、②確認動作としての「指
差呼称」で一呼吸置くこと（正しく行動する）の習慣化を
目指しています。
この活動を着実に実行していくことで、

『不安全行動、不安全状態の放置を
 「しない」 …自分の身は自分で守る
 「させない」 …仲間の身を守る
 「見逃さない」 …職場の危険を排除する』
との安全風土が、当社に育まれ醸成されるものと確信し
ています。

◉…２年目に入り、今年度の取り組み
今年で「安全現場力向上活動」は２年目に入り、今年
度はこの活動の定着に向けた取り組みになります。その
ためには、管理監督者ならびにそれぞれの現場担当者が
工場トップの思いを受け「災害を起さない」という意識を
強く共有し、「共感」することが何よりも大切です。そして、
現場での「１人ＫＹ」、それを支援する管理監督者、推進
者による安全コミュニケーションを日々積極的に「実践」

することで、この活動のレベルアップが図られていきます。
これらの結果は、連続無災害の継続として日々確認
できますが、ごく自然に全員が安全を意識して行動する、
その時初めてこの活動を成果として「実感」することになり
ます。
この原点に返った活動の実践が、ゼロ災達成に向けた
安全風土を築く力になるとの信念を持ち、全員が一丸と
なって定着に向けて取り組んでいきます。　　

２年目を迎えた「安全現場力向上活動」について

活動の基盤

具体的には、 気付き判断する…KY活動
 正しく行動する…指差呼称

安全現場力とは…

危険に気付く力

正しい行動を
決める力

（判断する力）

正しく
行動する力

実践の
習慣づけ

実践の
習慣づけ

安全
現場力

共感 実践 実感
現場と
管理監督者・推進者が

意識を共有

現場と管理監督者・推進者（シフトボス、チーフ、KYトレーナー）が
それぞれの立場で安全現場力向上活動を実践する。

連続無災害の継続現場：1人KY活動の継続
管理監督者、推進者：コミュニケーションの促進

工場長の思い
（トップ宣言）

成
果
の

見
え
る
化問いかけKY

（引継ぎ等）
対話型パトロール

（作業中）

〔安全現場力の概念図〕
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〔安全現場力向上活動２年目の取り組み〕
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品質保証への取り組み

全員が働きやすい会社をめざして

◉ ISO9001:2015年版への移行対応 
当社はISO9001をベースとした品質マネジメントシステム
を構築し、運用しています。ISO9001は２０１５年に改正
され、社会の変化に対応できる強い組織となることを目
的として、トップマネジメントの役割の明確化や、リスク
に基づく考え方等が導入されました。当社では今年度中
の移行を予定しており、社内文書の改訂や周知教育等
の準備を行っています。

◉ 食の安全のためのFSMSの推進活動 
FSMS活動では、各工場内の専門チームである「食品
安全チーム」が目を光らせ、自律的にシステムを構築・運
用することが重要です。当社では、工場内でFSMS活動

を推進する事務
局担当者の教育
と意見交換を目
的として、２０１５
年度より「QMS・
FSMS事務局会
議」を定期的に
開催しています。

他工場の良いところを取り入れ、相互に指摘し合い切磋
琢磨していくことで、より良いマネジメントシステムとなる
よう日々改善を重ねています。

◉ 内部監査力向上に向けた取り組み
品質、食品安全マネジメントシステムの運用において

は、PDCAの”Check”に該当する内部監査が重要です。
定期的なテーマ監査のときだけでなく、日頃から監査の
目を持って業務を行うことで、常に”あるべき姿”を意識し
て、改善していくことができます。そのためには、工場現
場で活躍するより多くのメンバーが、内部監査員としての
高い力量を備えている必要があります。
２０１６年度に実施した内部監査員養成講習では、外
部講師を工場に招き、工場内で実際に使用している手順
書やチェックシート
を用いて、本番さな
がらの模擬演習を
実施しました。今後
も教育方法を工夫
し、内部監査力の
一層の向上に取り
組んでいきます。「配管の管理」を現場で確認 内部監査の模擬演習の様子

◉ 多様性への取り組み 
当社は障がい者雇用に積極的に取り組んでおり、

２０１７年６月時点におけるその雇用率は法定の２．０％を上
回る２．９３％となっています。今後も障がい者の方の適性
に応じた職域の確保や職場環境の整備に努めていきます。
また、女性活躍推進法に則り策定した行動計画では、
新卒採用（学卒）時における女性比率を３０％以上とする
目標を掲げ、２０１７年３月卒の同採用においては、６０％
を達成しました。今後も行動計画に則り性別を問わず優
秀な学生の採用に努めていきます。

◉…働きやすい職場づくり 
ワーク・ライフ・バランス実現のため、当社は従業員に
積極的な有給休暇の取得を促しており、２０１６年の有給
休暇取得率（組合員）は８９．８％となりました。
また、メンタルヘルスケア・ハラスメント防止に関する取
り組みとして、全従業員を対象とした研修を毎年実施して

います。継続的に研修を
実施することで、従業員
のセルフケアや人権問題
等に対する理解が深まり、
全従業員が心身共に健康
で活躍できる土壌が醸成されるものと期待しています。
さらに、労働安全衛生法に則ったストレスチェックを実
施し、従業員それぞれが自身のストレスに気付くきっかけ
を作ることができました。今後はストレスチェックの職場
毎の集団結果をより働きやすい職場環境づくりに生かし
ていきます。

◉…労使のパートナーシップ 
経営施策の実現には全従業員の理解と協力が必要不
可欠です。四半期ごとに開催している中央労使経営協議
会や労使懇談会では、経営方針や課題等に関わる情報
共有を図り、活発な議論を交わすことで、健全で良好な
労使関係を構築しています。

簡単にできるリラクセーション体験中
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人財開発の取り組み

技術開発の取り組み
当社では資源および二酸化炭素排出量を削減するた
め、アルミ缶の軽量化を開発テーマに掲げ、積極的に推
進しています。
今般、既存の３５０㎖・５００㎖ビール類飲料用の缶胴

を薄肉化した軽量缶胴を、新たに開発・上市しました。
この缶胴は、元板厚や缶胴壁厚を薄肉化しながらも、ボ
トムの形状を変更することで現行缶と同等の強度を維持
し、高強度材を適用することで耐ピンホール強度等市場

受容性を確保しました。
この缶胴と前号で報告しました軽量蓋を組み合わせる
ことで、３５０㎖缶では１４．６ｇから１３．８ｇへ約５％軽量
化、５００㎖缶では１８．１ｇから１６．８ｇへ約７％軽量化し
ました。
本件は、前述の用途・容量の缶では国内最軽量である

ことなどを評価され、日本包装技術協会の木下賞を受賞
しています。

当社の教育体系は、①階層別研修、②アルミ缶大学、
③ＳＥＥＰ（スキル評価と教育プログラム）の三本柱で構
成しており、今後も継続して運営していきます。　
また、教育の基本方針として、「教育の中心はＯＪＴで
あり、日常の仕事のなかにある」と掲げています。
この方針を、より具現化して活動を加速させるために、
昨年度、社内の全部署に対して、技術・技能およびマネ
ジメントのＯＪＴを推進し、「教え/教えられる風土」を醸
成していくことを要請しました。
各工場では昨年度下期から、他部署においても今年
度から取り組みを開始しています。これにより、技術・技
能の伝承や部下育成に大いに効果が上がるものと期待し
ています。
当社がますます発展していくためには、社員全員がさら
にモチベーションを上げて、今まで以上に積極的なＯＪＴ
を進めていくことが必要です。そのため、当部は新たな試
みも考えつつ、それを継続的に支援していきます。

当社の人財育成の基本理念は、「社員の成長なくして
会社の発展なし、会社の発展なくして社員の幸福なし」
です。

技術開発・人財開発の取り組み

印刷工程訓練機を使用した社内教育の様子

木下賞表彰状

既存缶 軽量缶

３５０㎖缶の比較
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工場の取り組み

◉ 電気使用合理化活動最優秀賞受賞
アルミボトルの洗浄には、大量の蒸気を用いて作った
温水を使用しています。この工程における省エネルギーを
推進するため、2016年３月に高効率ヒートポンプを導入
し、水冷コンプレッサーから回収した廃熱で温水を製造
するよう改善しました。
同時にヒートポンプから戻される冷水によりコンプレッ
サーの冷却効率を向上させることができました。また、
貯湯タンクの保温も行い、蒸気の使用量低減にも繋がり
ました。
このような取り組みに加え、工場内
の省エネルギー推進委員会を中心とす
る省エネ活動や、電気使用設備の日
常管理体制が高く評価を受け、2017
年２月に関東地区電気使用合理化委
員会より「最優秀賞」を受賞する栄に浴
しました。

◉ クリーンアップ活動で社会貢献
群馬工場では年２回、６月と11月にクリーンアップ活動

を実施しています。６月の環境月間には、近隣企業で構
成する「鞍掛工業クラブ」の一員として、恒例行事である
事業所周辺の清掃活動を実施し、その実績を幹事会社
から市の環境管理課へ報告しています。
11月には工場５Ｓ活動として工場周辺のゴミの回収分
別を行っています。いずれも従業員の皆さんに協力してい
ただいており、参加者は毎回１０名～２０名程です。
ゴミの量は年々減少
傾向にありますが、今
後もこの活動を継続し、
環境美化を通じた社会
貢献活動に取り組んで
いきます。

ヒートポンプ

近隣公園でのゴミ拾いの様子

電気使用合理化活動最優秀賞表彰状

清掃活動後の集合写真

結城工場の取り組み

群馬工場の取り組み

▶ 工場長からのメッセージ 

結城工場長……梅田 涼二
　当社は環境重点取り組みテーマ
の推進の一環で、エネルギー使
用原単位１％削減／年を目標とし
て各工場の現場活動を行っていま
す。結城工場では今回取り入れた高効率ヒートポンプの
活用で、目標を大きく上回る原単位の削減を図ることが
できました。今後は適切な点検周期の見極め等を行い、
メンテナンス方法を確立し、継続して省エネ活動の推進
を図っていきます。

▶ 工場長からのメッセージ 

群馬工場長……神田 望
　クリーンアップ活動では、工場
周辺の清掃に加えて、近隣にある
「ひろや公園」周辺の清掃も行って
います。群馬県館林市で生産活
動を行う工場として、積極的にクリーンアップ活動に参画
し、館林・鞍掛地区の美化に協力することにより、「ユニ
バーサル製缶・群馬工場があって良かったね！」と言われ
る工場にしていきます。
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◉ アルミ缶回収「愛のCANハート運動」
富士小山地区では、社会貢献を目的としてアルミ缶
の回収を行う「愛のＣＡＮハート運動」を展開しています。
本運動は、地区内に設置した回収ＢＯＸや回収キャンペー
ン等を通じて従業員等の方からアルミ缶を回収し、その
販売代金を積み立て、積立金で物品を購入して地元の
小中学校等へ寄贈する、というものです。
昨年度の積立金は約１９万円となりましたので、ノート
パソコンを購入して寄贈し、学校教育に役立てていただ
いています。
今後も本運
動を通じ、アル
ミ缶リサイクル
活動への意識
向上と、社会
貢献を目指して
活動を継続して
いきます。

◉ 美濃加茂市とコラボした「みのかもの水」
昨年、当工場が所在する美濃加茂市の市長が工場を
見学された際、「ぜひ、ユニバーサル製缶とのコラボレー
ションを推進したい」とのご要望をいただきました。これ
を受けて、当社アルミボトルを使用した災害用備蓄飲料水
「みのかもの水」が、２０１６年10月に発売されました。
また、美濃加茂市は、市民へ「みのかもの水」の備蓄
を呼びかけるだけでなく、自販機メーカー等とも連携し、
防災機能サイネージを搭載した「ふるさと納税自動販売
機」を全国で初めて設置し、
「みのかもの水」を加える
など幅広い展開を行ってい
ます。
今後も、当社製品やそ
れ以外の方法を通じて地
域の発展に貢献するべく、
ＣＳＲ活動に邁進していき
ます。

寄贈の様子

「みのかもの水」

アルミ缶回収の様子

記者会見での美濃加茂市長と大谷工場長

アルミ缶回収BOX

「みのかもの水」を試飲

富士小山工場の取り組み

岐阜工場の取り組み

工場の取り組み

▶ 工場長からのメッセージ 

富士小山工場長……村松 昭二
　「ユニ缶がこの地区にあって良
かったね！」との声を地域からい
ただけるよう、富士小山工場は
２００９年から「愛のＣＡＮハート
運動」を続けています。小山町の小中学校や図書館へＯ
Ａ機器や備品、図書等を贈呈してきました。これからも
地域からの信頼と一体感の醸成を目指して、この地域貢
献の活動を継続していきます。

▶ 工場長からのメッセージ 

岐阜工場長……大谷 俊介
　当社のアルミボトルを用いた非
常用備蓄飲料水「みのかもの水」
を発売して以来、いろいろな場面
で「みのかもの水」についてや当
社について質問をされる機会が増えました。なかには、
「今回のような活動は、非常に良いことですね」等とおっ
しゃってくださる方もいました。
　今後も会社の知名度アップと地域の貢献に取り組んで
いきたいと思います。
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◉ 滋賀労働局長奨励賞を受賞
当工場では２０１６年10月５日に滋賀地方安全衛生大
会において、滋賀労働局長奨励賞（安全確保対策）を受
賞しました。これは長期にわたって無災害が継続してい
る点などが評価されたものであり、滋賀県内でも受賞し
たのは数社のみという栄誉ある賞です。
当工場が受賞できたのも、従業員一人ひとりが高い安
全意識を持ち続けて、安全活動に取り組んできた結果に
ほかなりません。
２０１７年度は「危険ゼ
ロの実現」を目標に他工
場・他企業の安全活動事
例なども参考に、「人の
レベルアップ活動」を通じ
て、従業員のさらなる安
全意識の向上を図ります。

◉ 自動車通勤者への交通指導を実施
当工場では、７月の全国安全週間と10月の全国労働
衛生週間の行事の一環として、従業員等の出勤時に交
通指導を実施しています。
岡山県では交通事故の発生件数は近年減少しつつあ

るものの、10万人あたりの人身事故発生率は国内で10位
と上位にいるのが現状です。
交通指導は、安全衛生委員が指導者となり、自動車
通勤する従業員等に対し、一旦停止や構内制限速度、
ウインカー作動などを正
門、場内駐車場、工場
近辺の踏切でチェック、
指導するものです。
これからもこの取り組
みを継続し、従業員の安
全意識向上を図っていき
ます。

滋賀地方安全衛生大会にて表彰

安全衛生委員がチェック、指導

表彰状授与

交通安全指導の様子

滋賀工場の取り組み

岡山工場の取り組み

▶ 工場長からのメッセージ 

滋賀工場長……三ツ橋 弘明
　この度の２０１６年度「滋賀労働
局長奨励賞」受賞ののちも、本年
５月には「第５種無災害記録」の受
賞、そして秋には滋賀地方安全
衛生大会での事例発表を控え、これまでの当工場全従
業員の日々の安全活動の積み重ねが、こうした社外から
の評価に繋がったものと考えます。今年度はOSHMS認
証取得も果たし、安全活動推進の基盤をより盤石なもの
とし、さらなる無災害記録を目指します。

▶ 工場長からのメッセージ 

岡山工場長……北村 貴彦
　岡山工場では、ほとんどの従
業員が車で通勤しているため、交
通事故に遭う可能性は市街通勤
者と比較してかなり高くなります。
　特に岡山県は、全国調査で“日本一ウインカーを出さな
い県”とのこと。自分は大丈夫という気持ちは持たず、常
に事故が起きるかもしれないという意識を持ち、起こさ
せない運転へも注意を払うように心がけていきましょう。
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環境マネジメント環境報告

当社の環境マネジメントシステム

「環境方針」と重点取り組みテーマについての活動内容

◉ 環境関連法令の遵守 
 ■…「環境法規制データベース」
法令遵守はコンプライアンスの基盤であるとの観点から、

当社は関連するあらゆる環境法令、条例、地域協定などを、
各サイトごとにデータベース化して管理強化を図っています。
データベースには各条文で定められた実施義務項目と、
それらに対する各サイトごとの対応実績を記載し、最新版
管理を実施しています。

 ■ 「廃棄物管理システム」の構築
環境法規制のうち、特に重要な管理項目である「廃棄
物処理法」関連については、産業廃棄物の社内管理や、
委託する産業廃棄物処理業者の管理等のさらなる強化
を図るために社内イントラネットを活用した「廃棄物管理
システム」の構築に向けて準備を進めています。

※「廃棄物管理システム」はネットワーク管理システムの導
入と、その社内運用ルールの確立にて構築を図っています。
●…進捗：…２０１６年度、滋賀工場にて導入し運用開始
… … ２０１７年度、有効性を確認し全工場へ展開予定
●…効果：産業廃棄物の処理委託に関する様々なリスク

（委託契約書不備、処理業者の許可切れ、マ
ニフェスト管理不備など）を低減することで当社
から排出された廃棄物が適正に処分されること
を確実にします。

「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」に資する
ために、以下の環境保全活動を実施する。

1. 環境意識の育成　
事業活動が環境に与える影響を認識し、社員一人ひと
りが環境保全に努めるよう、全従業員に対し「環境方
針」の周知と環境教育を充実させることにより、環境意
識の育成を図る。

2. 環境マネジメントシステムの継続的改善
環境マネジメントシステムの継続的改善を図り、パフォー
マンス向上をもって、技術的、経済的に可能な範囲で
一層の環境汚染予防、および環境保全活動に努めると
ともに、環境関連法令の遵守を確実にする。

3. 環境重点活動の推進
…１）…省エネ推進活動：エネルギー原単位１％削減／年
…２）…環境汚染予防活動：環境事故ゼロ
…３）…廃棄物管理活動：廃棄物排出原単位１％削減／年

4. 資源の有効利用
…１）…アルミ缶リサイクルで生じる再生地金を積極的に
… 使用し、缶胴材の使用比率50％以上を維持する。
…２）…使用済み飲料用アルミ缶の回収に積極的に取り組む。

環境方針

当社は、２００６年度までに全社でIS014001を取得して
いましたが、２０１０年度からは、認証取得範囲の主体
を工場に絞り、リスク低減と環境負荷低減を当社における
『環境保全』の２本柱に掲げ、日々活動を行っています。
また、当社の環境マネジメントシステムの仕組みとして、
取締役社長が委員長を務める「全社環境委員会（a）」
で全社的な方向性の決定（p）や結果の評価（検討・見直
し）を行っています。同時に工場長を中心とした「サイト環
境委員会(A)」で工場の目的・目標（P）を設定し、地域の
条例などに応じた独自の保全活動（D,…C）を行っています。
全社で取り組むべき重点項目については、環境方針の
中で重点取り組みテーマとして明記し専門委員会を設置
して活動しています。

a 全社環境委員会 p 環境方針・重点取組 本社機構

サイトPDCA

サイト環境委員会

専門委員会※

※4つの専門委員会：
「環境法規制管理委員会」「省エネ推進委員会」「水質管理委員会」「廃棄物削減委員会」

ワンランク上の
Dへ

D 実行

P計画

C チェック

A 見直し 前年 P

〔当社の環境マネジメントシステム〕
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〔種類別発生量及び原単位前年度比〕

◉ 省エネ推進活動 [エネルギー原単位１％削減／年]
■…工場の取り組み
製造現場では以下を重点に取り組んでいます。
●…無駄取り（待機設備のこまめな停止、エア漏れ計画保全等）
●…高効率化（コンプレッサ更新、各所インバータ化等）
●…新技術導入（ヒートポンプの活用等）
また、年２回の全社的な「省エネ推進委員会」にて各サイト間の「情報共
有と水平展開」を図り、省エネの促進に努めています。これらの活動によりこ
の5年間は平均でエネルギー使用の原単位1.5％削減で推移しています。

■ 輸送エネルギー削減の取り組み
当社のアルミ缶や産業廃棄物などの輸送合計が、２００８年度に３，０００万

トンキロを超え、経済産業省より「特定荷主」の指定を受けました。２０１５
年度は、製造拠点を拡充し、より効率のよい生産・出荷体制を構築し、遠
距離輸送を減少することができました。２０１６年度については、さらに交錯
輸送が減ったことと平均輸送距離を短くできたことにより、特定荷主の努力
義務である「５年平均１%削減」を達成することができました。引き続き、より
効率のよい生産・出荷体制の構築を図っていきます。

◉ 環境汚染予防活動…[排水外部流出事故ゼロの継続]
■…流出防止対策
各工場排水処理場の日々の工程管理（右図①）、及び末端での流出防止

対策（右図②③）により、２０１２年以降、周辺河川に影響を与えるような流
出事故は発生しておりません。

■…発生源リスク対策
今後も流出事故ゼロを継続するために、現在は事故の可能性に繋がる発

生源リスクの抑制に力を入れています。
上記、排水処理工程以外にも、製造工程に使用する油、薬品、塗料等

の供給設備（右図④）にについても様々な視点で管理を徹底し、敷地内のわ
ずかな漏れも撲滅すべく取り組んでいます。

◉ 廃棄物管理活動…[廃棄物排出原単位１％削減／年]
■…汚泥、廃油の発生抑制
当社全体の廃棄物のうち、アルミ缶成型時の潤滑油であるクーラントの使

用済み分と成型時の缶を洗浄した水処理の排水処理場から出る汚泥関係で
約７割を占めているため、特にこの２項目の削減に力を入れています。
使用済みクーラントについては、既に３工場で導入済みである遠心分離機

（水と油の分離：水は排水処理場で処理、油は有価物化）による効果が維
持できています。現在はさらに分離性能を高めるべく、UF膜※によるろ過処
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モノづくりには、多くの資源・エネルギーを消費し、さ
まざまな副産物や廃棄物を排出するという側面がありま
す。当社は、限りある資源を大切に使うこと（ＩＮＰＵＴの
削減・有効利用）と、地球環境の保全に貢献すること（Ｏ

ＵＴＰＵＴの削減・管理）を念頭におき、環境関連法令を
遵守し、アルミ缶製造メーカーとしての特徴を活かした環
境負荷低減に取り組んでいきます。

物質フロー

生産活動に伴う環境負荷

エネルギー使用量・原単位
　　２０１６年度、使用量は生産数増の影響で若
干増えましたが、原単位は５年平均１%減を達成
できました。今後も、重点取り組み項目として、「エ
ネルギー原単位1%削減／年」を目標に取り組んで
いきます。
※上グラフ原単位は、エネルギー使用の大半を占めるボ
ディ工場の原単位

原材料投入量
　　循環型社会の構築に寄与するため
に再生材の使用を継続していきます。

水使用量・原単位
　　　２０１６年度は使用量、原単位とも昨
年度並みでした。原単位はここ２年横ばい
であり、今後は再利用などの技術導入によ
る原単位削減を目指します。
※上グラフ原単位は、水使用量の大半を占める
ボディ工場の原単位

CO2排出量・排出原単位
　　当社のCO2 排出のほとんどが、電気とガスによるもの
です。従って、省エネ＝CO2 削減として取り組んでいます。

大気・水域への排出量
　　　　　　工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これらの遵守に努めています。

廃棄物発生量
　　　廃棄物の大半は、汚泥と廃油になります。フィルタープレス更新によ
る汚泥含水率の低減や、遠心分離装置および UF 膜装置導入等による分
離後の油の有価物化に取り組んでいます。
※原単位は、汚泥、廃油が大量に発生するボディ工場の原単位

指定化学物質の排出量と移動量
　　ＰＲＴＲ制度に基づき届出を行なった対象
物質の排出量と移動量の推移です。今後も法令
に則り、しっかり管理していきます。

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2016 年４月～ 2017 年３月

INPUT

OUTPUT

総エネルギー使用量

31.6億MJ
（原油換算で約8.2万㎘）

製造ラインの稼働に使う電力、製品
乾燥に使うガスなどです。

原材料投入量

12.8万トン
製品の原料となる、アルミコイルや塗料な
どです。アルミコイルは、約１０万トン使用し
ていますが、その内約６０%は再生材※です。

水使用量

194万m3

製品を洗浄する水などです。

173,735トン（※調整後172,316トン）

当社は、概ね電力起因７０％、ガス起因３０％の割合で排出しています。
※調整後：電力会社の排出権取引後の排出係数を反映した値

6,889トン（うち、再生利用量 約5,933トン）

主に汚泥、廃油などです。

製品の乾燥や洗浄に伴い発生する水やガスの含有物質です。

【大気への排出】
SOx ： 5.1 トン

NOx ： 57.3 トン

ばいじん ： 10.5 トン

VOC ： 22.8 トン

【水域への排出】
BOD ： 5.3 トン

COD ： 8.2 トン

リン ： 0.1 トン

窒素 ： 3.2 トン

CO2 実排出量 廃棄物発生量

大気・水域への排出量 指定化学物質の排出・移動量

排出量 38トン 移動量 34トン

ＰＲＴＲ制度※に基づき、届出を行った２０１６年度分の対象物質の実
績です。
※『特定化学物質の環境への排出量等の把握等及び管理の改善の促進に関
する法律』で定められた「化学物質排出移動量届出制度」

（大気・水域へ） （廃棄物へ）
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Environment Report

5年間推移

生産活動に伴う環境負荷

エネルギー使用量・原単位
　　２０１６年度、使用量は生産数増の影響で若
干増えましたが、原単位は５年平均１%減を達成
できました。今後も、重点取り組み項目として、「エ
ネルギー原単位1%削減／年」を目標に取り組んで
いきます。
※上グラフ原単位は、エネルギー使用の大半を占めるボ
ディ工場の原単位

原材料投入量
　　循環型社会の構築に寄与するため
に再生材の使用を継続していきます。

水使用量・原単位
　　　２０１６年度は使用量、原単位とも昨
年度並みでした。原単位はここ２年横ばい
であり、今後は再利用などの技術導入によ
る原単位削減を目指します。
※上グラフ原単位は、水使用量の大半を占める
ボディ工場の原単位

CO2排出量・排出原単位
　　当社のCO2 排出のほとんどが、電気とガスによるもの
です。従って、省エネ＝CO2 削減として取り組んでいます。

大気・水域への排出量
　　　　　　工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これらの遵守に努めています。

廃棄物発生量
　　　廃棄物の大半は、汚泥と廃油になります。フィルタープレス更新によ
る汚泥含水率の低減や、遠心分離装置および UF 膜装置導入等による分
離後の油の有価物化に取り組んでいます。
※原単位は、汚泥、廃油が大量に発生するボディ工場の原単位

指定化学物質の排出量と移動量
　　ＰＲＴＲ制度に基づき届出を行なった対象
物質の排出量と移動量の推移です。今後も法令
に則り、しっかり管理していきます。

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2016 年４月～ 2017 年３月

INPUT

OUTPUT

総エネルギー使用量

31.6億MJ
（原油換算で約8.2万㎘）

製造ラインの稼働に使う電力、製品
乾燥に使うガスなどです。

原材料投入量

12.8万トン
製品の原料となる、アルミコイルや塗料な
どです。アルミコイルは、約１０万トン使用し
ていますが、その内約６０%は再生材※です。

水使用量

194万m3

製品を洗浄する水などです。

173,735トン（※調整後172,316トン）

当社は、概ね電力起因７０％、ガス起因３０％の割合で排出しています。
※調整後：電力会社の排出権取引後の排出係数を反映した値

6,889トン（うち、再生利用量 約5,933トン）

主に汚泥、廃油などです。

製品の乾燥や洗浄に伴い発生する水やガスの含有物質です。

【大気への排出】
SOx ： 5.1 トン

NOx ： 57.3 トン

ばいじん ： 10.5 トン

VOC ： 22.8 トン

【水域への排出】
BOD ： 5.3 トン

COD ： 8.2 トン

リン ： 0.1 トン

窒素 ： 3.2 トン

CO2 実排出量 廃棄物発生量

大気・水域への排出量 指定化学物質の排出・移動量

排出量 38トン 移動量 34トン

ＰＲＴＲ制度※に基づき、届出を行った２０１６年度分の対象物質の実
績です。
※『特定化学物質の環境への排出量等の把握等及び管理の改善の促進に関
する法律』で定められた「化学物質排出移動量届出制度」

（大気・水域へ） （廃棄物へ）

INPUT

生産活動 製品
OUTPUT

お
客
様

※再生材＝再生地金（UBC由来）＋製缶工程スクラップ※１MJ＝106Ｊ

0

20

40

60

0

2

4

8

6

10

15

20

25

30

10

12

14

16

20162012

2012 20132012 2013 2014 2015 2012 2013 2014 2015

2013 2014

（万トン）

（トン） （トン）

（億MJ） （万㎥）使用量 原単位（原油換算㎘/単位生産数）

0

20

40

2014 2015

（トン） 排出量 移動量

使用量 原単位（万トン/百万缶）

（大気） （水域）
SOx NOx ばいじん VOC BOD COD リン 窒素

再生材 新地金 その他

20162012 2013 2014

0 1.0
2012 2013 2014

2,500

5,000

7,500

10,000

1.2

1.4

1.6

1.8
（トン） 排出量 原単位（トン/百万缶）

2015

2016
0 100 0.02

5

10

15

125

150

175

0.03

0.04

0.05

6.5

4.4

6.0

3.5

6.7

3.3

5.9

4.5

2015

6.7

4.1

2015

0 20
2012 2013 2014

5

15

10

20

28

24

32

36

20162016 2016

20162016

（万トン） 排出量 原単位（トンｰCO2/単位生産数）

2015

2012 2013 2014 2015



21 ユニバーサル製缶 CSR報告書 2017

環境報告

◉…リサイクルの活動実績
■当グループ全体ＵＢＣ※1回収の取り組み
当社はグループ全体で積極的にＵＢＣ回収活動に取り
組んでいます。新規回収先の開拓および回収ルートの維
持管理は子会社である新菱アルミテクノ社を通じて実施
しています。
当社内においては本社、大阪支店、各工場で収集場
所を決め、社内設置の自動販売機で発生したＵＢＣや社
員が家庭から持ち寄ったＵＢＣを回収しています。

２０１５年度から全社でチャレンジ精神を持って前進す
ることを柱としたチャレンジＲ活動を開始し、大幅な回収
量増に繋がりました。２０１６年度においても前年度の大
幅増に至った活動とその成果を維持している結果となっ
ています。また、ＵＢＣ回収で得た収益については継続し
て地域への寄付等に活用するなど、地域との繋がりにも
貢献しています。

◉…当社のアルミ缶は
■再生材※２使用率約６０％
当社は、環境負荷の低い再生材を約
60％使用することで、ボーキサイト資源
の節約と省エネルギー、そして地球温
暖化防止に貢献しています。

■一貫処理によりCO2排出３０％減
三菱マテリアルグループの一員として、三菱アルミ社と
の協働により、ＵＢＣを溶解→鋳造→圧延→アルミ缶用
コイル材へ一貫処理※３することで、さらに環境負荷の低
い（一般的な処理と比べCO2排出量30%減）アルミ地金再
生システムを確立しています。

◉ 国内で消費されたアルミ缶のリサイクル実績
■高いリサイクル率（再生利用量／国内消費量）
この５年間は、９４．７％（２０１２年度）→８３．８％（２０１３
年度）→８７．４%（２０１４年度）→９０．１％（２０１５年度）
→９２．４％（２０１６年度）となります。
参考：２０１５年度より、アルミくずの輸出量に占めるUBC量が輸出通関
統計量として把握できるようになり、再生利用量に輸出量を含めたリサイ
クル率にて算出されています。（アルミ缶リサイクル協会調べ）

◉…ＬＣＡ 
（ライフサイクルアセスメント：製品の生涯の環境影響評価）

当社は、ＬＣＡの手法を活用して、タイプⅢ環境ラベ
ル「エコリーフ」を取得しています。タイプⅢ環境ラベルと
は、製品の生涯（ライフサイクル）の環境影響を数値化し
て公開するしくみで、消費者が環境負荷の低い製品を選
ぶための情報を提供します。また、現在は情報提供だけ
でなく、環境負荷低減の取り組みにおいても、このＬＣＡ
手法の活用を進めています。
※当社は、環境方針に掲げている再生地金の積極的使用（缶胴材の使
用比率５０％以上キープ）の妥当性を、第三者LCAクリティカルレビューに
より検証しています。

アルミ缶のリサイクル

環境に優しいアルミ缶

温室効果ガス（CO2換算） エネルギー消費量

96.7 g 1.75 MJ

※２０１５年度データ

（第三者クリティカルレビューで検証を受けた当社缶の環境影響データの一例）

※缶数（16g/缶換算）

通常缶350ml-204径蓋
（１缶あたり）

139.6 g 2.615 MJボトル缶310ml-φ38キャップ
（１缶あたり）
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「エコリーフ」ラベル
http://www.ecoleaf-jemai.jp
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〔UBC社内回収 実績推移〕

〔当社アルミ缶の材料構成〕

〔UBC回収実績推移〕
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〔ライフサイクルでの消費・排出量〕　　　

※1　ＵＢＣ（Used…Beverage…Can）＝使用済み飲料用アルミ缶　　※2　再生材＝再生地金（UBC由来）＋製缶工程スクラップ
※3　一貫処理により、再生利用までの工程数削減や、途中の輸送負荷低減ができます。
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　今回で11回目のCSR報告書発行となりました。
　編集に際しては、トップメッセージを始め、各部担当役員の
メッセージ、各部の取り組みや各工場での取り組みを通じて、
当社CSR活動の取り組み状況と今後の課題などをわかりやすく
報告することに努めました。
　時代の変化を的確に捉えたCSR活動を推進し、ステークホル
ダーの皆様の信頼に応えるべく、「Can…For…You…!」を合言葉に、
人と社会と地球にやさしい飲料容器を提供し続けてまいります。
　当社CSRについての皆様からのご指摘などにつきましては、真
摯に受け止め、今後に活かしたいと存じます。是非とも、ご意
見・ご感想をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

発行　2017年10月

編集後記
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2016年度全国UBC回収マップ
新菱アルミテクノ社による回収実績に基づきます。
同社の取引業者の所在地ごとに回収量を集計しているため、
地図上白塗りとなっている府県もありますが、
実際はこれら府県から発生するUBCについても回収しております。

ユニバーサル製缶…CSR報告書2017 Can For You !
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